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    あなたも 全教・枚方教組に加入して、力を合わせましょう 

教

員

採

用

倍

率

2.7

倍 
 

講
師
確
保
も
難
し
く 

 

文
科
省
調
査
で
２
０
２
０
年
度

の
全
国
の
「
小
学
校
教
員
採
用
倍
率

が
2.7
倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
2
倍
未
満
が
10
県
に

の
ぼ
り
、
教
員
へ
の
希
望
者
が
減
少

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

枚
方
市
で
も
小
学
校
の
任
期
付

き
講
師
の
応
募
が
定
員
に
足
り
ず
、

さ
ら
に
17
名
の
募
集
を
行
う
事
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
教
委
関
係
者

な
ど
か
ら
、
「
教
員
確
保
、
人
材
確

保
が
課
題
」
と
少
人
数
学
級
・
教
員

定
数
拡
充
に
慎
重
な
態
度
を
と
る

傾
向
も
出
て
き
て
い
ま
す
。 

文
科
大
臣
は
「
教
師
を
再
び
あ
こ

が
れ
の
職
業
に
」
し
た
い
と
し
て
、

検
討
会
議
に
よ
る
「
『
令
和
の
日
本

型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
人
材

確
保
・
質
向
上
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま

と
め
、
2
月
2
日
に
発
表
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
免
許
制
度
の
検

討
と
、
教
員
養
成
・
研
修
の
在
り
方

の
見
直
し
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
現
場
で
働
く
ほ
と
ん
ど

の
教
職
員
は
、
業
務
の
多
さ
、
責
任

の
大
き
さ
、
長
時
間
勤
務
こ
そ
根
本

的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 

変
わ
ら
な
い
長
時
間
勤

務
、
困
難
な
業
務
・
責
任 
 

文
科
省
の
２
０
１
９
年
の
調
査

が
大
き
く
減
少
し
、
う
つ
病
の
発

症
も
な
く
な
り
、
有
給
取
得
も
可

能
に
な
る
う
え
、
職
員
が
専
門
性

を
生
か
し
た
充
実
感
を
持
て
る

働
き
方
に
変
わ
っ
て
き
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

教
育
委
現
場
に
お
い
て
も
、
業

務
を
補
削
減
し
て
、
教
職
員
を
増

や
し
、
本
来
の
専
門
性
を
発
揮
で

き
る
体
制
を
つ
く
り
、
人
間
ら
し

い
充
実
し
た
生
活
の
中
で
、
さ
ら

に
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
方
策
を
、
教
育
行
政
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。 

施
に
な
る
学
習
指
導
要
領
は
、
限

界
を
超
え
る
学
習
内
容
の
多
さ
、

盛
り
だ
く
さ
ん
な
高
度
な
教
育

課
題
な
ど
、
従
来
の
学
校
の
在
り

方
を
大
き
く
変
更
し
な
け
れ
ば

対
応
不
可
能
な
内
容
で
す
。 

そ
の
た
め
に
文
科
省
も
５
年

前
か
ら
「
働
き
方
改
革
」「
業
務
の

大
胆
な
見
直
し
」
を
推
進
し
て
、

現
場
の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
と
り
わ
け
強
調
し
て

き
ま
し
た
。 

こ
れ
に
見
合
う
、
枚
方
で
の
市

教
委
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。 

介
護
現
場
で
効
果
を
上

げ
る
「
働
き
方
改
革
」
に

学
ぶ 

 

介
護
現
場
で
は
、
長
時
間
勤
務

が
常
態
化
し
、
高
か
っ
た
離
職

率
、
う
つ
病
発
症
率
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。 

三
重
県
で
は
、
介
護
助
手
を
積

極
的
に
雇
用
し
、
本
来
の
介
護
業

務
以
外
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
残
業
が
な
く
な
り
、
離
職
率

  

  

総
合
共
済
・
今
年
も
加
入
目

標(1
,10

0

人)

を
突
破
！ 

 

助
け
合
い
の
基
本
と
な
る
総
合
共

済
の
府
下
の
加
入
者
が
、
今
年
度
も

目
標
の1

1
0
0

人
を
突
破
し
ま
し
た
。 

 

ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
加
入
を
。 

①
総
合
共
済 

月
６
０
０
円 

②
教
職
員
賠
償
共
済
月
１
１
０
円 

③
く
ら
し
の
賠
償
共
済
月
１
４
０
円 

②
は
、
仕
事
に
か
か
わ
る
賠
償
に

対
し
て
、
③
は
学
校
外
の
日
常
生
活

で
の
賠
償
に
つ
い
て
、
弁
護
士
対
応
、

初
期
対
応
へ
の
保
障
な
ど
、
こ
れ
ほ

ど
安
い
掛
け
金
で
、
安
心
の
保
障
や

対
応
で
す
。
組
合
Ｈ
Ｐ
を
参
照
！ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
は
全
国
で

1

か
月
以
上
の
病

休
、
病
気
休
職
者
は
１
８
０
０
０
人

に
上
り
、
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
精
神
疾
患
に
よ
る
も
の

は
５
３
％
に
上
り
ま
す
。 

時
間
外
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い

一
方
、
「
働
き
方
改
革
」
が
実
感
で

き
ず
、
無
限
定
に
業
務
や
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
、
個
人
と
し
て
の

当
た
り
前
の
生
活
時
間
が
奪
わ
れ

る
実
態
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

 

綿
密
な
計
画
が
求
め
ら
れ
る
教

科
指
導
、
個
別
の
配
慮
が
必
要
な
特

別
支
援
、
総
合
学
習
、
道
徳
、
英
語

教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
安
全
対
策
、

感
染
対
策
、
難
し
い
保
護
者
対

応
・
・
・
・
・
・ 

 

時
間
外
の
手
当
て
も
な
く
、
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
困
難
で
広
範
な
業
務

や
責
任
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
、
現

場
で
働
く 

正
規
、
講
師
へ
の
応
募
に
二
の
足

を
踏
み
、
身
体
も
メ
ン
タ
ル
も
傷
つ

く
中
で
病
休
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
人
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
不
可

避
で
あ
る
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。 

市
教
委
と
し
て
、
さ
ら
に

大
胆
な
見
直
し
を 

市
教
委
は
昨
年
度
末
に
、
令
和

2
年
度
の
教
育
課
程
に
つ
い
て
、

と
し
て
、
校
長
会
で
も
、
右
の
よ
う

な
方
針
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
右
の

方
針
以
外
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
の

検
討
や
、
教
育
課
程
に
位
置
付
け
る

こ
と
の
で
き
る
行
事
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
授
業
時
数
に
積
極
的
に

カ
ウ
ン
ト
可
能
で
あ
る
と
す
る
と

し
て
い
ま
し
た
。 

来
年
度
の
教
育
課
程
に
向
け

て
、
昨
年
度
末
の
方
針
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、 

①
市
全
体
で
も
各
学
校
で
も
検
討

委
員
会
を
設
け
て
業
務
削
減
、

負
担
軽
減
を
取
り
組
む
。 

②
市
教
委
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見

直
し
削
減
と
各
学
校
の
個
別
・

具
体
的
な
教
育
活
動
に
一
律
の

取
り
組
み
を
求
め
る
こ
と
を
改

め
、学
校
の
教
育
課
程
編
成
権
、

自
主
性
を
尊
重
す
る 

③
負
担
軽
減
の
点
か
ら
、
研
修
、

研
究
授
業
、
研
究
発
表
、
研
究

協
議
の
見
直
し
、
評
価
や
通
知

表
の
見
直
し
を
行
う 

 

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。 

４
月
か
ら
中
学
校
で
も
本
格
実

採
用
試
験
倍
率
低
下
、
講
師
不
足
の
深
刻
化 

文
科
大
臣
「再
び
あ
こ
が
れ
の
職
業
に
」
？ 

業
務
の
削
減
、
負
担
軽
減
の
改
革
こ
そ
必
要 

の
上
位
学
年
へ
の
拡
大
を 

昨年度末提示の市教委方針から 

①土曜授業は小学校は年1回以上、

中学校は学校裁量で実施し、土

曜参観なら代休が措置できる。 

②小学校の 5 時間授業日の 6 時間

授業実施を年 10回とする、 

③水泳指導教室は各学校ごとのプ

ール開放に変更する 

三重県での介護助手の活用による効果 

•周辺業務の負担が軽減され、ケアの質が向上

した 

•利用者へ関わる時間が増え、リスク軽減につ 

ながっている 

•介護助手 1人の雇用で、直接介護に関われる 

時間が 1日当たり 190分増えた 

•残業が減った 

•時間的にも精神的にも余裕ができた 


